
さんぽまち・東部線の路線再編について

(令和５年４月～再編)
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資料２



現状、バス利用者が少ない部分を走行しない場合
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単純化
パターン案

該当
部分の
延べ乗降
利用者数

/日

(ア)

経費
削減額

/年

(イ)
運賃
収入
影響額

/年

(ア)ｰ(イ)
赤字
削減
見込額

/年

① 循環線の
美沢ＳＣ、
広葉交流セン
ター側

10人
以内

7,000
千円

(15,000
km減)

▲ 400
千円

6,600
千円

② 夕方以降の
さんぽまち循環
線の復路

5～15
人

11,000
千円

(25,000
km減)

▲ 800
千円

10,200
千円

③ 循環線の
中央商店街、
北広島高校側

10～20
人

4,000
千円

(8,000
km減)

▲ 1,000
千円

3,000
千円

④ 循環線の
北広島市役所
より東部側

40～50
人

8,000
千円

(18,000
km減)

▲ 3,000
千円

5,000
千円

参考：さんぽまち・東部線の1日当たりの延べ利用者数(平日)：約1,100人/日



再編その１(昼間)

【循環線を単純化】
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▶ 北広島団地地区と東部地区で、それぞれ先回りが存在し、複雑。(東部行くのは、緑陽通り先回りのみ)

▶ 広島線が、「駅～中央通り～高台町4」で往復、１時間に１本ずつあるため、中央通りの方は、1時間

に3本駅方面行きがある。一方緑陽通りの方は、1時間に1本(上記の1便目のみ)であり不便。

昼間の循環線の現状について

※９時台～１５時台(前半)までの、各1時間のうちで、走行する３便分
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駅→山手町→駅 駅→山手町→駅
→美沢ＳＣ→総合体育館
→東部中→市役所→駅

駅→山手町→駅→市役所
→東部中→総合体育館
→美沢ＳＣ→駅

１便目
24分間

美沢ＳＣ
先回り

東部中
先回り

緑陽通り
先回り

緑陽通り
先回り

中央通り
先回り

２便目
55分間

３便目
55分間

発着



▶ 総合体育館側は、ＢＰ開業による利用者の増加を期待し、走行する。

▶ 東部中へ行く循環も、1便/ｈ 残す。ただし、単純化を図るため、体育館を通らず、

東部中周辺は、広島線とも路線を合わせる(東共栄2、美咲き野を走行しない)。

▶ 緑陽通りの方の駅方面行きの利便性向上(中央通り先回りを２便/ｈ へ) 5

【北広島駅行き循環】
駅→山手町→駅

【総合体育館行き循環】
総合体育館→駅→山手町→駅
→総合体育館

【東部中行き循環】
東部中西→駅→山手町→駅
→東部中

１便目
24分間

２便目
45分間

３便目
46分間

中央通り
先回り

中央通り
先回り

緑陽通り
先回り

※９時台～１５時台(前半)までの、各1時間のうちで、走行する３便分

昼間の循環線を単純化 【①③④の折衷案の再編パターン】

【参考】
●赤字削減見込
額→13,000千円
●影響延べ人数
→20～40人/日

発着

発
着

発着
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再編その２(夕方以降)

【帰宅用の便の利便性向上】



▶ 「緑陽通り先回り」と「中央通り先回り」でそれぞれ２便(計４便)

が存在。

▶ 「緑陽通り先回り」→中央通りの駅側(若葉町など)で降りる方

が、圧倒的に少ない。

▶ 「中央通り先回り」→緑陽通りの駅側(白樺町、南町など)で

降りる方が、圧倒的に少ない。

▶ １９時台は、３便に減る。

▶ ２０時台と２１時台は、各２便に減る。

１６時台以降の循環線の現状について

※１６時台以降、各1時間のうちで、走行する４便/ｈ(原則)
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緑陽通り
先回り
1周24分

中央通り
先回り
1周24分

×２便
駅→山手町→駅

×２便

時間台 差引(②-①) 増減比率
6 -89人 -21.1%
7 -183人 -17.6%
8 -149人 -22.9%
9 -27人 -5.4%
10 45人 13.4%
11 -44人 -9.9%
12 人 0.0%
13 86人 37.1%
14 1人 0.3%
15 -31人 -9.1%
16 24人 5.7%
17 -97人 -18.5%
18 -47人 -9.1%
19 -49人 -10.6%
20 -138人 -42.1%
21 -43人 -23.8%
22 -61人 -41.8%
23 -7人 -25.9%
総計 -809人 -11.1%

約９％の
減少↘

約３７％の
減少↘

約２０％の
減少↘

約１.２％の
増加↗

令和元年10月の路線再編後の前年同月比

(R1.10～R2.1)



▶ 乗客が少ない部分は、回送へ →１８時台以降、駅方面行きの利用者が、圧倒的に少なくなるため、

山手町まで行った後は、回送で駅まで戻り、帰宅者用の便に特化

▶ １８～１９時台→現状４便(循環)/ｈを、５～６便(片道)/ｈに増便できる可能性あり。

▶ ２０時台→現状２便(循環)/ｈを、４便(片道) /ｈに増便できる可能性あり。

▶ 通勤通学者の利便性向上

・夕方以降 → 以下のとおり、片道運行とし、帰宅者用の便に特化 → ５～６便/ｈ

(18時頃までは駅方面行きの便も確保予定)
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駅→山手町→駅へ回送

帰宅用の便の利便性向上 【再編パターン】

×３便
又は２便

×２便
又は３便

駅→山手町→駅へ回送

回送5分

中央通り
12分

緑陽通り
12分

回送5分

【参考】
●赤字削減見込
額→6,400千円
●影響延べ人数
→10人未満/日



9

意識調査結果の分析結果（優先改善項目）

全標本 改善度指数

調査項目 さんぽまち・東部線（Ｎ＝401）

総合評価 ⑯現状のバスに対する総合評価

評価項目 ①自宅からバス停までの距離 -3.145（15位）
②バスの運行本数 2.649（ 1位）
③バスの始発時刻 -1.120（13位）
④バスの終発時刻 0.448（ 6位）
⑤バスの乗車時間（所要時間） -1.299（14位）
⑥バス停の環境（ベンチ，屋根等） -0.628（12位）
⑦バスの運行ルート 0.653（ 4位）
⑧バスの運行ルートのわかりやすさ 0.962（ 3位）
⑨バスの行き先 0.332（ 8位）
⑩バスの運行時間の正確さ（定時性） -0.114（ 9位）
⑪バスの乗り降りのしやすさ（段差） -0.605（11位）
⑫バスとバスの乗り継ぎ -0.219（10位）
⑬バスとJRや地下鉄等との乗り継ぎ 0.610（ 5位）
⑭バスの運行情報のわかりやすさ 1.084（ 2位）
⑮バスの運賃 0.391（ 7位）

網掛け：優先改善項目

出典：菊地晃平(北海学園大学 鈴木聡士研究室・博士課程)CS分析による北広島市のバスサービスに
関する改善要因の探索
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路線再編までのスケジュール



今後の想定スケジュール

① 令和4年1月～7月

・市民意識調査

・活性化協議会での議論

・総務常任委員会での意見交換

② 令和4年8月25日 ・専門部会での議論

③ 令和4年12月15日

・住民説明会（芸術文化ホール活動室）

→公共交通計画(案) (12月パブリックコメント実施)

→路線再編の意見交換

④ 令和5年1月下旬
・住民説明会（市役所、広葉交流センター、団地住民センター）

→路線再編

⑤ 令和5年４月1日 ・再編後のバス路線運行
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路線再編に向けたスケジュール

令和５年度(下期) ： サウンディング型市場調査の検討
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●路線を単純化 → 乗りやすくなる

→ 目的地への速達性の向上

●通勤通学者の利便性向上(便数増)

●赤字額の削減 → ２千万円弱の削減効果

路線再編による効果
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※追加説明（配布資料なし）

停留所名称

「Ｆビレッジ入口・総合体育館」

への変更に向けて調整中

7：10発の北広島駅行きが、1日1

便あるが、乗車人数3人程度

→路線再編に合わせて廃止


